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１．概要（Summary） 
金ナノ粒子の局在表面プラズモン共鳴(LSPR)よりも高い

振動子強度を持つ金銀合金ナノ粒子とファブリペロー

(FP)ナノ共振器とのモード強結合形成条件を検討した。

さらに、モード超強結合型光電極を用いて、水の酸化反

応における光電変換効率と結合強度の相関に関する検

討を行った。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

原子層堆積装置 （SUNAL-R, R-200 Advanced）, 
超高分解能走査型電子顕微鏡 SU8230, ヘリコンスパッ

タリング装置  MPS-4000C1/HC1, 光干渉式膜厚計 

F20-UV 
【実験方法】 
金銀合金ナノ粒子をFPナノ共振器上に担持し、モード超

強結合を形成させた光電極の構築、およびその光電変換

特性の評価を行った。 
①金反射膜の作製 
ヘリコンスパッタ装置を用いて SiO2 基板上に FP ナノ

共振器の反射膜作製のため、チタン 2 nm, 金 100 
nm, チタン 2 nm の順に連続成膜した。 

②酸化チタンの成膜 
原子層堆積装置にて酸化チタンを 21 nm 成膜し FP
ナノ共振器を作製した。酸化チタンの膜厚の計測には

光環境式膜厚計を使用した。 
③金銀合金ナノ粒子の作製と表面観察 
蒸着装置を用いて酸化チタン上に Ag 3.5 nm, Au 1.5 
nmを成膜後、400℃で 10時間アニールし金銀合金ナ

ノ粒子を作製した。その後金銀合金ナノ粒子を原子層

堆積法により 7 nm 酸化チタンで埋め込んだ。超高分

解能走査型電子顕微鏡を用いて表面観察を行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
金銀合金ナノ粒子を担持した FP ナノ共振器の超高分解

能走査型電子顕微鏡像を Fig.1a に、光環境式膜厚計を

用いて反射率を計測して得た吸収スペクトルを Fig.1b に

示した。吸収スペクトルから、モード超強結合形成特有の

吸収ピークの分裂が確認された。また水酸化カリウム水溶

液中での光電気化学測定において、可視光平均の光電

変換効率は金ナノ粒子を担持した場合と比較して約 1.7
倍の向上を示し、超強結合の形成により水の酸化反応の

高効率化に成功した。 

 

Figure 1. SEM image (a) and absorption spectrum 
(b) of AuAg nanoparticles on FP nanocavity 
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